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これまでの経緯と、現在の状況

• R5

– 政府の重要計画に3次元電子国土基本図の整備が明記

• R6～ 3次元電子国土基本図の整備開始

– 令和10（２０２８）年度末までの3次元化を
これまでの地図更新と同時並行で実施

• R7.3～

– 試作データ（広島県尾道市付近）をHPで公開

– 産学官の関係者から幅広くご確認いただき ご意見等を踏まえて仕様の見直し

– 本提供に向けた準備を実施

• R8.4～

– 本提供開始、順次提供範囲を拡大

いまここ

令和10年度末 までに
全国整備
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３次元化は、建物、道路、鉄道の３項目が対象

建物
道路 （道路中心線）
鉄道 （軌道の中心線）

３次元化

現
在
提
供
中
の
２
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3次元電子国土基本図の表示例
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凡例：
道路
道路(橋梁)
道路(徒歩道)
鉄道
建物(普通)
建物(堅ろう)

※表示例はデータ内の属性を用いて表現しています。
※背景は地理院地図の写真タイルを表示し、地形表現には数値標高モデル(基盤地図情報)を使用しています。

掛川市長谷付近



道路、鉄道データの概要
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レコードID
出典地理情報レベル
地物種別コード
道路分類
幅員区分
・
・

中心線標高出典
中心線標高種別コード
補正種別コード

道路・鉄道（３次元）道路・鉄道
 （2次元、中心線データ）

道路・鉄道の橋・高架

3次元点群データ
※航空レーザ測量や空中写真測量
で得た3次元点群

道路・鉄道の通常部等

数値標高モデル
（DEM、DTM）

３次元化に伴い追加される属性

２次元で提供中のデータ
に付与されている属性

緯度、経度、標高の
ラインとして整備



建物データの概要
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レコードID
出典地理情報レベル
地物種別コード
建物種別
・
・

極大標高※
最大標高
75%標高
中央値標高
25％標高
接地面標高
上面標高出典
接地面標高出典
上面標高種別コード
接地面標高種別コード

高さの属性、３次元化に伴い
追加される属性

２次元で提供中のデータに
付与されている属性

利用目的に合わせて
高さ情報を選択可能

建物（3次元）

中央値標高

最大標高

接地面標高

建物の上面

3次元点群データ
※航空レーザ測量や空中写真測量
で得た3次元点群

建物の接地面

数値標高モデル
（DEM、DTM）

建物
（２次元、面データ）

※極大標高については整備の都合上、
当初刊行されるデータには付与されません。

平面ポリゴンに属性値
として複数の高さ情報
を付与



3次元電子国土基本図の特性①
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建物の上面は、建物の平面ポリゴン内に含まれる３次元点群データから複数の高さ
を付与しています。

屋根の高さに、屋根の上部
の樹木や送電線の高さが
含まれる場合があります。 建物上部の送電線の高さが、建物の最大標高

に影響している場合があります。



3次元電子国土基本図の特性②
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道路中心線・軌道の中心線には、中心線を構成する点（節点）に近い数値標高モデルや
３次元点群データから高さを付与しています。

道路中心線、軌道の中心線で、長い直線などで
構成する点の取得間隔が離れていた場合、途中
の高さは反映されないため、実際の勾配と異な
ることがあります。

２次元の地図では、橋・高架部は長さ概ね20m
未満は通常部で取得しています。このような橋・
高架部に節点が取得されている場合は、橋の部
分の３次元点群ではなく土地の高さ（数値標高
モデルの高さ）が付与されます。
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「高さの出典」と「補正の有無」の情報付与

• 高さの値の原典となった基本測量・公共測量成果の情報を属性として付与

• 高さの補正の有無や補正方法を属性値として付与（道路・鉄道のみ）

標高出典情報

（記載例）

• CKU-2020-13（基本測量の写真番号）

• R04I0023（公共測量の助言番号）

• DEM5A-20250613（国土地理院で整備する標高データの情報）

補正種別コード

道路、鉄道の高さの補正や補間の有無を識別するためのコード

補正や補間がない場合にもその旨を表す値を付与

標高種別コード

以下の情報を2桁の数値でコード化

• データの計測方法（航空レーザ測量、写真測量、MMS、など）

• 点群密度や格子間隔（○メートルメッシュ、など）



3次元電子国土基本図の整備状況と提供範囲
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整備済範囲

提供範囲

（令和8年5月末時点）



整備方法①空中写真を用いた3次元化
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3次元化

高さと平面位置を
時間差なく更新

データソース: 空中写真
自動標高抽出

DEM・DTM3次元点群データ

地図情報（２次元）

経年変化修正

同時に整備

自動処理



整備方法②既存の航空レーザ測量成果を用いた3次元化
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3次元化

•高精度の高さ情報
•高さと平面位置に
不整合が出る場合も

DEM・DTM3次元点群データ

地図情報（２次元）

経年変化修正

航空レーザ測量成果

都市計画図等

別時期に整備

高精度の高さ情報

自動処理



地図情報の精緻化

13

3次元化可能に

精緻化

3次元化できない

総描建物や省略された道路がある地図では3次元化ができない

×



検討中の手法①PLATEAUデータの利用
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PLATEAUとは？
国土交通省が主導する日本全国の3D都市モデルの整備・オープンデータ化プロジェクト

⇒3D都市モデル(CityGML)から主に建物の高さ情報を取得する手法を検討

①建物形状の取得 ②建物高さ情報の取得

・面構造を破壊して、下面を建物形状として取得

・建物の属性情報を活用+一部独自に情報収集

・取得基準に満たない構造物を除外

3次元
電子国土基本図

PLATEAUデータ

LOD1

LOD2

最大値
中央値

屋根形状

極大値
最大値
75％値
中央値
25％値

完全に一致しない
⇒ LOD1： 最大値・中央値を採用

 LOD2： 建物モデルから点群を発生させて取得



検討中の手法②自動図化AIの利用
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AIを用いた自動図化技術による地図情報の精緻化の効率化を検討

①建物及び道路領域の自動抽出

「地物領域のセグメンテーション抽出」
を行うAIモデルを利用し、建物・道路・
歩道・中央分離帯の領域を自動抽出

②抽出した領域の図化

抽出した領域を基に、過剰頂点削減等の
正規化を行い、 建物の外周線・道路縁・
道路構成線・道路中心線を出力

家屋密度が中程度の地域では、おおよそ道路及び建物を
正しく取得

家屋密度が高い地域では、個々の建物を分離できない
場合もある

熊本県宇城市

福岡県北九州市



3次元データの想定活用例①浸水シミュレーション
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3次元データの想定活用例②
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経路探索（避難経路・高齢者・幼児など） 環境シミュレーション（日照・気流・死角など）

この辺りに家を建てたいけど、
青より黄色の方が
日当たりが良いかな

病院

自宅から病院までは
どう行ったら
楽かな～

自宅



3次元電子国土基本図整備のロードマップと未来像
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• 国土全域での更新が持続可能なレベルの３次元化

– 従来の２次元地図の更新との両立、公共測量成果も活用した整備促進

• 全国整備により活用可能性が拡大

– 道路・鉄道データの整備により、2次元で想定されなかった活用事例の創出が期待される

• 基本図の更なるデジタル化に向けた第一歩

単なる地図の進化に留まらず、
地理空間情報活用に革新的な変化の可能性

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１以降

提供開始

３次元整備・提供エリアの拡大/２次元更新

全国概成

２次元・３次元一体での持続的な更新

高さの
品質向上
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